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 平成 26（2014）年 11 月 6 日（木）～
7日（金）、三島ゆうすい会主催の群馬
県研修がありました。毎年人気の企画
は山岡修一顧問で、参加者は 20 人。 
両日、美しい虹を見て心和む好天に

恵まれ、バイカモ（梅花藻）やホタル
関係者の現地での熱心な説明や実践
地視察、吹割の滝、鬼押出しの景観の
素晴らしさ、紅葉の見頃の妙義山、ま
た、静岡県外の“白糸の滝”の綺麗な
湧水、話題の世界遺産・富岡製糸場見
学等、充実した有意義な研修でした。
富岡製糸場では、大村皖伸・洋子夫

妻が、5 年前に訪れた時にお世話にな
ったガイド・小須田弘幸解説員に連絡
してくださっていたので、予定を順調
に進めることができました。富岡製糸
場は世界遺産になり、多い時には 1日
に１万人近くが押し寄せるという人
気のスポットになっていました。

 

  

参加者名簿（20 名・配布名簿順） 

1．塚田冷子 2．小松幸子 3．岩田
重理 4．宇水 勉 5．大村皖伸 6．
大村洋子 7．中西康徳 8．西川勝美
9．杉山美智子 10．山岡修一 11．
山岡節子 12．後藤容子 13．野崎二
雄 14．野崎晃子 15．芹沢和子 16．
藤曲眞美 17．新村雅代 18．神田悠
紀子 19．千葉 忍 20．古田道治 

歓迎の挨拶をされる前橋市環境部環境政策課の 
関孝雄課長。名刺は前橋市産の杉を使用とのこと。 

桃ノ木川のバイカモの写真を見せて説明する「南
橘の自然観察と環境を守る会」の片山満秋さん

利根川から分かれる一級河川・桃ノ木川沿いを、バイカモ談義しながらカモ類も観察しての散策 

桃ノ木川の次に、同市田口町にある「田口町ほたるを守る会」の青木英昭会
長や関係者の案内で「ほたるの里」を見学。小川にサワガニが現れたり、ホタ
ルの餌のカワニナがキャベツに群がっているのを見たり、秋色に包まれた一角
で楽しい散策研修をしました。 

「ほたるの里」には、ホタ
ルの餌となる「カワニナ養殖
場（いきものふれあいの里整
備事業の表示）」もあり、ま
た、カワニナ用のキャベツ畑
を作ったりするなど、土地が
広いので、三島と同日（6月
第 2土曜日）実施の「田口町
ほたるまつり」を楽しむスペ
ースが十分あるようでした。  

「群馬県立勢多農林高の緑地土
木科の新井健司教諭です」と市職
員の市川さんらから紹介され・・・

カワニナの餌のキ
ャベツは、１週間に１
回程度やります。 

カワニナ養殖場

生徒の桃ノ木川のバイカモ等生き物
調査資料を持参しましたので、どうぞ！
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市長賞を受賞した作品 

表彰式風景

 
 群馬県沼田市にある吹割の滝。約 900 万年前の火山活動の巨大火砕流が冷えて固まり、溶結凝灰岩ができました。
長い年月をかけて風化し、片品川の清流は川床の花崗岩を浸食し、引き込まれそうな見事な吹割の滝が誕生。昭和
11 年には天然記念物に指定されたそうです。興味深い「吹割の滝のおとひめさま」のお話も伝わっています。 

水の視察研修日程 
■11 月 6日（木）群馬県前橋市・桃ノ木川の梅花藻植生地視察
→同市田口町ほたるの里視察→沼田市・吹割の滝散策→群馬県
吾妻郡草津町の草津温泉（「草津保養所アルペンローゼ」泊） 
■11 月 7日（金）草津温泉・湯畑見学→群馬県吾妻郡嬬恋村の
鬼押出し園見学→長野県軽井沢町・白糸の滝見学→旧信越本線
碓氷第3アーチほか散策→妙義山の紅葉遠景観賞→世界遺産に
登録された群馬県富岡市の富岡製糸場見学 

 

草津温泉で朝の散歩を兼ねて湯畑見学 アルペンローゼ 

 

▼浅間山の麓に広がる溶岩の
「鬼押出し園」（上信越高原国
立公園）を見学 

▼軽井沢町の「白糸の滝」は、浅間山の
地下水がこの景観をつくり、千曲川に流
れ込んで信濃を潤しているとのこと！ 

 

旧信越本線の碓氷
第 3 アーチは、明治 25
年 12 月に竣工。設計
者はイギリス人と日
本人で、煉瓦造りのア
ーチ橋。ドイツのアプ
ト式を採用したが、勾
配は 1000 分の 66.7
で、当時の国鉄最急勾
配。昭和 38 年、速度
改良の新線完成と同
時に使用廃止となっ
たが、廃止になった構
造では最大。技術と芸
術的な美しさは威容
を残している。

 

紅葉が見頃の妙義山に感激して、小休止

世界遺産「富岡製糸場」見学 
国指定史跡 国指定重要文化財

 

 群馬県では古くから絹産業が盛んで、それに関する文化遺
産が数多く残っている。平成 26（2014）年には、ユネスコの
世界遺産委員会で、「富岡製糸場と絹産業遺産群」が世界遺産
一覧表に記載された。 
 富岡に「富岡製糸場」が建設された理由は、5 つ。①養蚕が
盛んで原料繭が確保できる。②工場建設用に広い土地が用意
できる。③外国人指導の工場建設に住民が同意した。④既存
の用水があって製糸に必要な水が確保できる。⑤燃料の石炭
が近くの高崎で採れる。主な建物は、明治 5(1872)年に完成。
 外国人建設指導者、ポール・ブリュナ等 10 名ほどのフラン
ス人が雇われ、器械製糸技術の指導が行われた。 

沼津市出身とい
う小須田弘幸解説
員さんから、熱心に
ご案内いただいた。 

冨岡製糸場の
パンフレットに
は、「世界遺産」
の文字が！ 

「冨岡日記」の元
となった女工回
想録を 50 歳過ぎ
て書いた横田（和
田）英（えい） 

 官営工場として明治 5（1972）年 10 月に創業された富岡製糸場は、明
治 26（1893）年 10 月に民間企業に払い下げとなりましたが、一貫して
生糸の生産を行ってきました。昭和 62（1987）年に操業が停止され、平
成 17（2005）年 7月には国指定史跡となりました。同年 9月、建物が富
岡市に寄贈され、翌月、富岡市の管理が始まりました。平成 18（2006）
年 1 月、片倉工業（株）と土地売買の契約が締結され、同年 7 月には国
指定重要文化財に、平成 26（2014）年 6月に世界遺産となりました。 
私たちは、東繭倉庫、検査人館、女工館、繰糸場、診療所、ブリュナ

館の順で見学し、先人たちの取り組みにも大いに興味を持ちました。 
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「柿田川シンポジウム」～日本の湧水と柿田川～(主催：柿田川生態系研究会)に参加して 

昨年 11 月 8 日(土)、三島商工会議所 1階ＴＭＯホールで「柿田川シンポジウム」がありまし
た。水循環基本法の話があり、最後のディスカッションは専らその話に終始したそうです。昨
年 3月末の国会で審議し、4月 2日公布、７月１日施行だったそうです。参加された大村皖伸さ
んは、「法の中身は、まさに三島ゆうすい会の目的そのものです。遅きに失した感がないわけで
もありませんが、これから皆さんと勉強したいと思います」と感想を述べました。 

なお、柿田川生態系研究会代表の静岡大学理学研究科加藤憲二教授の開
会挨拶につづく当日のプログラムは以下のとおりでした。 
■第一部・話題提供 
『水のつながりを見る水質マップ事業』総合地球環境学研究所 中野 孝教 教授 
『河川生態系における湧水の役割と柿田川の大切さ』京都大学 竹門 康弘 准教授 
『水環境に関する全国的な取り組み』リバーフロント研究所   塩井 直彦 主任研究員

■第二部・ディスカッション 

「三島梅花藻の里」の水源保全に募金「ピコピカ」がベストの状態で作動するように手入れ！

10 月 29 日（水）に、手づくり
機器持参の平林紘治さんと大村皖
伸さんが手掛ける予定だったピコ
ピカ手直しは、当日楽寿園側で工
事があり、延期して 11 月 5 日（水）
9時より行いました。2人に宇水勉
さんも加わり、作業を実施。その
後、ピコピカは順調で、ちらちら
点滅を繰り返すことはなく、ずっ
と明るく光っています。 
 参加者の 1 人の大村皖伸さん
は、「恐らく、今までで一番よく発
光していると思います。皆さんも、
ぜひ、一度ご覧ください」と語っ
ています。 

 10 月 17 日、塚田冷子
三島ゆうすい会会長が
ＮＰＯ法人グラウンド
ワーク（ＧＷ）三島事務
局を訪れました。 
塚田会長は「三島梅花

藻の里」の水源保全のた
めにと、三島ゆうすい会
からの5万円の募金を小
松幸子ＧＷ三島理事長
に手渡し、感謝の言葉と
ともに、水源保全のため
の募金や署名について
経過報告を受けました。 

毎年「春の七草」ありがとう！内藤輝夫・理恵子ご夫妻から、たくさんの七草をご提供

▲塚田冷子三島ゆうすい会会長
（右）は、小松幸子ＧＷ三島理事長
（左）に、会からの募金を渡し・・・

 1 月 6 日（火）の早朝、内藤輝夫・
理恵子ご夫妻の作業場を三島ゆうす
い会の役員等が訪問し、春の七草を
たくさんいただいて来ました。今回
は、息子さんの秀一さん、お孫さん
の和也さんも同席され、3 代にわた
っての七草づくりのお話を聞くこと
が出来ました。毎年のご提供に、三
島ゆうすい会一同、心より感謝して
います。早速仕事を分担し、翌日の

七草粥の準備に取り掛かりました。 

お孫さんの内藤和也さん 息子さんの 
内藤秀一さん 

内藤輝夫さん 内藤理恵子さん
内藤さんからいただいた「春の七草」 

ありがとう！

無病息災の願いを込めて「七草粥とわらべ唄のつどい」を、にぎやかに開催 
 1 月 7 日（水）、塚田邸でのイベントは、
ＳＢＳラジオ『「朝番長」きまぐれ番長』
の野路毅彦アナウンサーによる塚田冷子
会長への電話インタビュー（8時 45 分から
15 分間）で始まりました。 
 放送時の音を気遣って、玄関先には「今
はチャイムを鳴らさないでください」の張
り紙をしてありました。でも時折、同室の
鳥籠の文鳥が可愛い声で鳴きますので、塚
田会長の傍らで、大村洋子事務局長も小松
幸子副会長も、はらはらしていました。 
インタビューは、イベントの概要、七草

粥の風習、イベントを支えてくださる方々
のこと、わらべ唄の紹介等、丁寧な受け答
えで無事に終了しました。終わると愛犬の
小雪ちゃんも、ほっとしたような顔で入室
してきました。（11時 30 分の開始以降はＰ4へ） 

 

 
大村皖伸さん   
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桜川の清掃 
・原則毎月第１土曜日 10:00～ 
・白滝公園へ集合  
・持ち物：長靴、ビニール手袋 
※「桜川を愛する会」と共に、 
清掃します。 

源兵衛川の清掃 
・原則毎月第 2 日曜日 10:00～ 
・水の苑緑地・かわせみ橋へ集合 
・持ち物：長靴、ビニール手袋 
※「源兵衛川を愛する会」と共に、
清掃します。 

源兵衛川のいずみ橋から 
広瀬橋までのゴミ拾いなど 

・原則毎週土・日曜日の朝 6:30～
・源兵衛川いずみ橋へ集合 
・持ち物：長靴、ビニール手袋、 

ゴミを入れる袋等 

「三島梅花藻の里」で 
ミシマバイカモ保全活動 

・原則毎月第 2 日曜日 10:00～  
・三島梅花藻の里へ集合 
・持ち物：長靴、ビニール手袋、

草取り道具等 

  宮さんの川の清掃 

・原則 毎朝 6:30～ 
・宮さんの川へ集合  
・持ち物：長靴、ビニール手袋
※「宮さんの川を守る会」と共
に、清掃します。 

 ミシマバイカモ・保全活動 
 毎月、原則として第 2 日曜日の午前 10 時か
ら、「三島梅花藻の里」等で、ミシマバイカモ
の保全活動を続けています。皆さまも、長靴や
ビニール手袋等をご準備のうえ、ご参加くださ
い。比較的温暖な三島では、ミシマバイカモの
花を、ほぼ 1年中、見ることができます。 

「三島ゆうすい会」のホームページが、リニュ
ーアルされ、随時更新中です。「ゆうすい NEWS」
もカラー版で見ることができ、従来のホームペー
ジも閲覧できます。ぜひ、ご覧ください。 

URL：http://www.yusui.org/ 

ホームページ を リニューアル！

定例活動のお知らせ 

源兵衛川の第 2、第 3 ゾー
ンと宮さんの川からシンコウパー
クまでの鎌倉古道の清掃活動 
・原則毎週土・日曜日の朝 6:00～ 
・源兵衛川いずみ橋へ集合 
・持ち物：長靴、ビニール手袋、ゴ

ミを入れる袋等 

★いずれも、自由参加 
★雨天の時は、原則休み 

 

会費納入のお願い 
 本年度分会費の納入にご協力賜ります 
よう、よろしくお願い申し上げます。 

★正会費        3,000 円 
★賛助会費１口   10,000 円 

           （何口でも可） 
※下記のいずれかに納入してください。 

〈お振込み先〉 
・郵便振替 0840-4-118192 

加入者名：三島ゆうすい会 
・静岡銀行三島支店 
  普通預金 №0346532 

口座名：三島ゆうすい会 
     会長 塚田冷子 
・スルガ銀行三島セントラル支店 
  普通預金 №572969 
      口座名：三島ゆうすい会 
     会長 塚田冷子 
・三島信用金庫西支店 
  普通預金 №1042399 
     口座名：三島ゆうすい会  
     会長 塚田冷子 

七草粥募金の御礼 
「七草粥とわらべ唄のつどい」に参加された皆様方

からの募金に対して、心より感謝申し上げます。 

 

 

日 時：3 月 7 日（土） 
 ★総 会 １６：００～１６：５０（会員のみ） 

 ★講演会 １７：００～１８：００（どなたでも無料） 

   演題「小水力発電を活用した地域活性化と地域防災」

   講師 石井真人先生（写真・上）岡本欣
よし

訓
のり

先生（写真・下）

     一般社団法人自然エネルギー利用推進協議会理事 

     ★交流会 １８：１５～２０：００（有料） 

       交流会参加費は、1 人 3,000 円です。参加希

望者は、必ず事前にお申し込みください。 

     ★閉会 ２１：００ 

     ★会場 Via７０１（1 階ホール） 

三島広小路駅より徒歩約 3 分。 

※三島ゆうすい会年会費（正会員は 3,000 円）も、

総会時にお支払いできますので、ご用意ください。 

予定 平成 27 年度・第 24 回三島ゆうすい会総会

 

  

 

ボイス・キューのパーソナリティ・
小坂真智子さんも参加して、一緒に
わらべ唄を歌ってくれました。豊岡
武士三島市長もお忙しい時間の合間
に登場され、挨拶後は、七草粥を食
べたり、一緒に歌ったりして、イベ
ントを盛り上げてくれました。 
 台所は、大庭治美さん、堀江美智
子さん、安井さと子さんたちが張り
切っていました。また、近所の柴原
英子さんや杉橋文代さんら女性 8 人
も、自宅の大鍋で七草粥を作って持
参しました。いずれもとても美味し
くて、当日の 150 人以上の参加者に
大変喜ばれました。イベント終了後、
参加者へのお土産として、七草入り 

秋山峰治副会長の司会で、コー
ル・ロベリア（主宰：青木不二子
先生）の皆さんの歌声が塚田邸の
庭に響きます。15 回目の今回は、 

 

の袋が1人に1つずつ配布されました。
また、各報道機関の取材もありました。

七草なずな♪ 
唐土の鳥が日本の
国へ渡らぬ先に♪


